
地方創生応援税制（企業版ふるさと納税）に係る地域再生計画の効果検証について

１．社会全体で子育てを支え合う風土づくりによる「２人目の壁打破」プロジェクト

指標 当初値 目標値 目標年月 実績値

1,310

平成29年３月

（県人口動態調

査28年3月）

1,325

平成32年３月

（県人口動態調

査31年3月）

２．地域の偉人等を活用したまちなか文化芸術・歴史空間の創出事業

指標 当初値 目標値 目標年月 実績値

110,000 平成29年３月

130,000 平成32年３月

13,500 平成29年３月

15,000 平成32年３月

16,900 平成29年３月

17,200 平成32年３月

※自己評価

①企業の寄附により地方創生事業の推進に非常に効果的であった

②企業の寄附により地方創生事業の推進に相当程度効果があった

③企業の寄附により地方創生事業の推進に効果があった

④企業の寄附による地方創生事業の推進に効果がなかった

【事業の推進】

・前橋文学館収蔵庫増築工事を行い文化芸術拠点の魅力増

進を図るとともに朔太郎顕彰事業を一層推進していく。上

泉信綱については、制作したドラマを活用した顕彰の取り

組み及び地元顕彰会の活動支援を行い、本市の魅力向上と

交流人口拡大を図っていく。

【寄附を受けるための取り組み】

・本市の偉人が生んだ功績や社会的価値を発信し賛同企業

の増加を図っていく。

119,289

【①朔太郎】

・朔太郎記念館を中心市街地活性化区域内に移築し、前橋文

学館等とあわせた文化芸術拠点づくりを進めることで中心市

街地観光施設入込数の増加を図った。

【②広瀬川】

・広瀬川のライトアップを実施

・まちなか歴史観光ガイド、マップ作成

・生糸（いと）のまち前橋発信事業「シルクサミット」

【③上泉信綱】

・上泉伊勢守信綱を主人公とした特別ドラマの制作を支援し

（29年3月のテレビ放送）、広く信綱の業績をPRすることで

本市の魅力向上と交流人口拡大を図った。

＜寄附実績＞

　・41,200,000円（事業費の25％）

①企業の寄附によ

り地方創生事業の

推進に非常に効果

的であった

【①多子化の推進】

・妊娠はするが流産、死産、新生児死亡などを繰り返す不育

症夫婦に対する独自の助成事業（上限20万円/年度）を実

施。

（実績１件、32,650円助成）

＜寄附実績＞

　・なし（事業費の0％）

　　※事業費が寄附額下限10万円に達しなかったため

1,366

16,568

11,947

第2児以上の出生数

（人）

105,956

④企業の寄附によ

る地方創生事業の

推進に効果がな

かった

【事業の推進】

・不育症治療助成の継続に加え、妊娠・出産に対する正し

い知識の普及・啓発や仕事と子育ての両立をテーマとした

市民参加型ワークショップを実施するなど、社会全体で子

育てを応援する風土づくり推進する。

【寄附を受けるための取り組み】

・事業の推進と平行し、取り組みの先進性や社会全体への

好影響を効果的に発信し賛同企業の増加を図っていく。

【①朔太郎を活用した賑わい創出

事業】

【②広瀬川魅力創造によるまちな

か回遊促進事業】

【③上泉信綱を活用した歴史空間

の創生事業】

文化国際課

未来の芽創造課

事業No.31

まちなか文化芸術・歴史空間

の創生

41,200,000

中心市街地観光施設

入込数（前橋文学

館、アーツ前橋）

（人）

活性化区域通行量

（人）

上泉駅の定期外乗降

客数（人）

12,942

16,768

1,310

【①多子化の推進】

1.　夫婦への経済的支援事業

2.　妊娠、出産に対する正しい知

識の普及啓発事業

3.　社会全体で子育てをする風土

づくり

子育て支援課

未来の芽創造課

事業No.6

不妊・不育治療の支援

事業No.７

妊娠・出産に対する正しい知

識の普及・啓発

事業No.14

社会全体で子育てを応援する

風土づくり

0

取り組み事業 担当課 総合戦略への位置づけ
寄附受入額

（円）
実施結果（平成28年度）

重要業績指標（KPI）
自己評価 今後の方針

取り組み事業 担当課 総合戦略への位置づけ
寄附受入額

（円）

重要業績指標（KPI）
実施結果（平成28年度） 自己評価 今後の方針

資料７ 


